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□プロジェクター本体 □リモコン □単3型マンガン乾電池
	 （リモコン用）

□電源ケーブル
	 （約4.5m）

□ EPSON Projector Software

□ USBケーブル 
	 （EB-465T/455WTのみ）
	 （約5m）

□パスワードプロテクトシール※

※	お買い上げ時はパスワード
が設定されていません。パ
スワードプロテクトの設定
後、本体に貼付します。

□セッティングプレート※

※	セッティングプレートの
詳細は同梱の『設置工事
説明書』をご覧ください。

□Easy Interactive Pen
	 （EB-465T/455WTのみ）

□単4型アルカリ乾電池
	 （Easy Interactive Pen 用）

□EPSON Projector Software 	
    for Easy Interactive Function
	 （EB-465T/455WTのみ）

□お客様情報
    + 正式保証書発行カード
□返信用封筒

	同梱品の確認
下記のチェックリストをご覧になり、同梱品を確認してください。
万一、不足や不良がありましたら、お手数ですがお買い求めいただいた販売店までご連絡ください。
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□『安全にお使いいただくために /サポートとサービスのご案内』

本機を安全にお使いいただくための注意事項やサポートとサービスのご案
内が記載されています。本機をお使いいただく前に必ずご覧ください。

□『設置工事説明書』

本機の壁掛け設置工事を行う専門業者のための説明書です。本機を設置す
る方法と設置時の注意点を記載しています。

□『セットアップガイド』（本書）

設置工事完了後、本機を使い始めるまでの準備（同梱品の確認・コンピュー
ターやビデオ機器との接続）と投写開始時の基本操作について記載してい
ます。

□Document CD-ROM

『取扱説明書』（PDF）
便利な機能、環境設定メニューの使い方、困ったときの対処方法、お
手入れの方法などについて記載しています。

『EasyMP Network Projection 操作ガイド』（PDF）
添付のEPSON Projector Software CD-ROMに収録されている
｢EasyMP Network Projection｣ の使い方を記載しています。

同梱品の確認…………………………………………2
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インジケーターの見方…………………………… 12
便利な機能………………………………………… 13

※	Document CD-ROMには、PDF版の『安全にお使いいただくために /サポートとサービスの
ご案内』、『設置工事説明書』、『セットアップガイド』も収録されています。

※	エプソンのホームページからその他の便利なソフトウェアと説明書をダウンロードできます。
	 http://www.epson.jp/download/

本機には次の説明書が添付されています。以下の順番でお読みください。

本機を安全に正しくお使いいただくために、添付のマニュアルをよくお読みください。
不明な点をいつでも解決できるように、その後はすぐに見られる場所に大切に保存してください。

●Document CD-ROM 内の説明書の見方●
コンピューターの電源を入れ、CD-ROM ドライブにDocument CD-ROM をセットし
ます。
Document CD-ROM に収録されているPDF マニュアルのバージョンはPDF1.4 です。
このPDF マニュアルをご覧いただくにはAdobe Reader が必要です。
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	接続機器の電源を入れます。 	コンピューター映像信号の出力先を
切り替えます。

	 投写画面左下の表示が、「コンピュー
ター」と表示されているか確認します。

コンピューターの『取扱説明書』

	本機の電源ケーブルを接続します。（a）	本機のケーブルカバーを開けます。

	コンピューターと接続して投写

コンピューター
のみ

両方スクリーン
のみ

エプソン
NEC
Panasonic
SOTEC
HP

ミラーリングの設定、
またはディスプレーの
検出を行う。OSによっ
ては、 で切り替える
ことができます。

東芝
lenovo/IBM
SONY
DELL
富士通

出力切り替えの一例
Macintosh

a b

a

コンピューターによっては、出力切り替えの
キー操作を行うたびに表示状態が変わるもの
もあります。

※	 この他のコンピューターは各コンピューターメーカーへご確認ください。
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操作パネルの場合 リモコンの場合

	本機の電源を入れます。	本機とコンピューターをコンピューター
ケーブルで接続します。（b）

投写中はレンズ
をのぞかないで
ください。

	 本機の吸気口・排気口をふさがな
いでください。吸気口・排気口を
ふさぐと、内部に熱がこもり、火
災の原因となることがあります。

●リモコンの準備●
リモコンをお使いになる前に同梱の電池をセットしてください。
『取扱説明書』「リモコンの電池の交換方法」

操作可能範囲（上下）

約60° 約 15°
約 60°

約 6m 約 6m

操作可能範囲（左右）

約6m 約 6m

約 30°

約55°

約55°

約 30°

コンピューター1入力端子、
コンピューター2入力端子の
どちらに接続してもかまいま
せん。

操作パネルの場合 リモコンの場合

	プロジェクターからコンピュー
ター映像が投写されます。

●映像が投写されないとき●
本体操作パネルまたはリモコンの を押します。

b
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リモコン

操作パネルの場合 リモコンの場合

●電源を切り終了する●
リモコンまたは操作パネルの を2 回押します。
※ 終了後すぐに電源を入れ直したときは、投写までの時間が通常より長くなります。

●投写状態や音量を調整するには●

■音量調整 ■テストパターンの表示
テストパターンを表示させると映像機器を
接続せずに投写状態を調整できます。

操作パネル

大きくなる 小さくなる

■ズーム調整

■ピント（フォーカス）調整

bボタンを押すと音量が上がり、aボタン
を押すと下がります。
音量は環境設定メニューでも調整できま
す。
『取扱説明書』｢設定メニュー ｣

を押します。

を押し ｢ 設定 ｣ を選んで
を押します。

を押し「パターン」-｢ テスト
パターン ｣を選んで を押します。

を押すとテストパターンは解除されます。

使用するボタン
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音声出力
端子へ

S映像
出力へ

音声出力
端子へ

コンポーネント
出力へ

D1～D4
出力へ

DVDプレーヤー、VHSビデオ、BSチューナー、
CSチューナー、RGBコンバーター、ビデオ分配器、書画カメラ等

ビデオ機器	
との接続

D端子
ケーブル

（オプション）ビデオ
ケーブル
（市販品）

S- ビデオ
ケーブル
（市販品） コンポーネント

ビデオケーブル
（オプション）

オーディオ
ケーブル
（市販品）

オーディオ
ケーブル
（市販品）

映像
出力へ

USB
ケーブル
（同梱品）

USB出
力端子へ

	•	接続する機器がプロジェクターと異
なる端子形状をしているときは､その
機器に同梱またはオプションのケー
ブルで接続します。

	 •	市販の 2RCA（L・R）/ ステレオ
ミニピンオーディオケーブルを使う
ときは ｢抵抗なし ｣と表記されてい
るものをお使いください。

	他の映像機器との接続

	•	接続機器の電源が入った状態で
接続すると、故障の原因となり
ます。

	 •	プラグの向きや形状が異なった
状態で無理に押し込まないでく
ださい。機器の破損や故障の原
因になります。

※	接続機器側の端子名の表記は、各機器によって異なることがあります。
※	音声入力1/音声入力2入力端子は、どちらに接続してもかまいません。
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a b

a
b

	本機とコンピューターを、USBケー
ブルとコンピューターケーブルで接
続します。

	コンピューターの
電源を入れます。

操作パネルの場合 リモコンの場合

	本機の電源を入れます。 	キャリブレーション
を行います。

p.10

	

この機能を使うためにはコンピューターにソフトウェ
アをインストールする必要があります。このソフト
ウェア（Easy Interactive Driver）は同梱品の『EPSON 
Projector Software for Easy Interactive Function』
CD-ROMからインストールします。 p.9

さらに市販または専用のアプリケーションソフトを使用
して、投写面上に図形や文字を描画することもできま
す。この専用ソフトウェア（Easy Interactive Tools）
はエプソンのホームページ http://www.epson.jp/
download で提供しています。

これらの機能をあわせてEasy Interactive Function と呼びます。
『取扱説明書』「Easy Interactive Function（EB-465T/455WTのみ）」

Easy Interactive Function（EB-465T/455WTのみ）
同梱のペン（Easy Interactive Pen）をマウスのように使って、投写面をコンピューターの画面と
同様に扱うことができます。

■Easy Interactive Function の使用方法
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●タブレット機能●
Easy Interactive Driver をインストールすると、Windows Vista および
Windows 7 のタブレット機能が有効になります。お使いのコンピューターにOffice 
2003/2007/2010 がインストールされていれば、Easy Interactive Pen をマウ
スとして、Officeのインク機能を使えます。
『取扱説明書』「タブレット機能」

●Easy Interactive Pen の準備●

●Easy Interactive Driver のインストール●

Easy Interactive Pen をお使いになる前に同
梱の電池をセットしてください。
『取扱説明書』「Easy Interactive Pen の電池

の交換方法」

■ペン先スイッチ
マウスの左ボタンとして機能します。

■ボタン
マウスの右ボタンとして機能します。

■Windowsの場合
インストールするには管理者権限が必要です。

	コンピューターに『EPSON Projector 
Software for Easy Interactive 
Function』CD-ROMをセットします。
自動的にセットアッププログラムが
起動します。

	言語選択画面で使用言語を選択して、
次へ >をクリックします。

	画面の指示に従って、インストール
を進めます。

	 スタートアップに登録、Easy 
Interactive Driver を起動のオ
プションが表示されたら、どちらも
チェックします。

	完了をクリックすると、インストー
ルが終了し、Easy Interactive Driver
が自動的に起動します。

■Mac OSの場合
	コンピューターに『EPSON Projector 
Software for Easy Interactive 
Function』CD-ROM をセットします。

	EPSON ウィンドウでEIDriverVxxx_
Setup をダブルクリックします。

	画面の指示に従って、インストールを
進めます。

	 全てのユーザーログイン時に自動起動
させる、Easy Interactive Driver
を起動するのオプションが表示された
ら、どちらもチェックします。

　　※Mac OS 10.3 では、この2つの
設定は表示されません。

「インストールに成功しました」が表示
されたらインストールが終了し、Easy 
Interactive Driver が自動的に起動し
ます。
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Windowsの場合 Mac OSの場合

	ドットはスクリーンの左上から
右下に向かって、順番に表示さ
れます。すべてのドットが点灯
表示に変わるまで、手順3を繰
り返します。

	タスクトレーのメニューからキャリブレートを選択します。キャリブレー
ションは、キャリブレート（標準）（ポイント数 : 25）またはキャリブレー
ト（詳細）（ポイント数 : 49）のいずれかで行います。

	キャリブレーション開始のメッ
セージが表示されたらOKをク
リックします。

	画面左上にドットが点滅表示さ
れます。ドットの中心を Easy 
Interactive Pen のペン先で押
すと、点滅から点灯に変わりま
す。

●キャリブレーション●
キャリブレーションとはEasy Interactive Pen でスクリーン上のペン位置と投写面上
のマウス位置を合わせる操作です。設置後にEasy Interactive Function を初めて使
うときには必ず行います。また、コンピューターの解像度を変更したとき、位置ずれが
気になるときには、再度実行します。
 『取扱説明書』「Easy Interactive Function（EB-465T/455WTのみ）」

・必ずドットの中心を押してください。中
心からずれた位置を押しても、ドットは
点滅から点灯に変わりますが、押された
位置でキャリブレーションを行うため、
中心以外を押すと位置ずれの原因となり
ます。

	 ・操作を間違えたときは、「Esc」キーを
押してキャリブレーションを中止し、や
り直してください。
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	その他の接続
●USBディスプレーで接続●
本機は同梱のUSBケーブルでコンピューターと接続してコンピューターの映像を投写
できます。この機能をUSBディスプレーと呼びます。初回のみドライバーのインストー
ルが必要です。
『取扱説明書』「USBケーブルで接続して投写する（USBディスプレー）」

対応OS
Windows 7, Windows Vista SP1以降 , Windows XP SP2以降 , 
Windows 2000 SP4

Mac OS 10.6.x, Mac OS 10.5.1以上

●ネットワークで接続●
同梱品のEPSON Projector Software CD-ROMを使用します。

	 USBハブを経由した接続ではなく、直接本機とコンピューターを接続して
ください。

●クイックワイヤレスで接続●
オプション品のクイックワイヤレス用USB キーがあれば、EasyMP Network 
Projection をインストールしなくても、ネットワーク上のプロジェクターに接続できま
す。USBキーにプロジェクターの情報を保存した後、コンピューターに接続して投写
します。
『取扱説明書』「オプション・消耗品一覧」
オプション品の『取扱説明書』

※ コンピューター側に無線 LAN接続できる
環境が必要です。

■マニュアルモード
マニュアルモードは既存のネットワークシステムに接続する方法です。
『EasyMP Network Projection 操作ガイド』

■かんたんモード（オプション品の無線 LANユニット装着時のみ）
かんたんモードは複雑なネットワークの設定をすることなくプロジェクターとコン
ピューターを無線 LAN接続する方法です。
『EasyMP Network Projection 操作ガイド』
『取扱説明書』「オプション・消耗品一覧」
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	 	：	 点灯
	 	：	 点滅
	 	：	 消灯

	インジケーターの見方

詳細は 『取扱説明書』｢困ったときに ｣

■ 正常動作時の インジケーターの状態

オレンジ スタンバイ

を押すと投写を開始します。

緑 ウォームアップ中

を押しても無効になります（約30秒）。

緑 投写中

通常動作中です。

■ 異常 /警告時のインジケーターの状態
 赤　赤　赤

内部異常
電源プラグをコンセントから抜き ､修理を依頼して
ください。 赤　　　赤 ファン異常

センサー異常

 赤　　　赤 内部高温異常
約5分間そのままの状態で待ち、電源
プラグをコンセントから抜きます。 エアフィルターを掃除または交換してください。 赤　オレンジ
高温警告

 赤	　赤
ランプ異常 /ランプ点灯失敗

次の3点を確認してください。
•	ランプを取り出しランプ割れを確認し、割れて
いなければ再セットして電源を入れます。割れ
ているときは、お買い上げの販売店または本書
裏表紙の連絡先にご相談ください。
•	ランプカバーやランプが確実に取り付けられて
いるか確認してください。
•	エアフィルターを掃除します。

 オレンジ
ランプ交換勧告

すみやかに、新しいランプと交換してください。こ
のまま使い続けると、ランプが破裂するおそれがあ
ります。

  赤　赤　赤 オートアイリス異常
電源系（バラスト）異常

電源プラグをコンセントから抜き ､修理を依頼して
ください。

※上記の対処を行ってもエラーになるときは、電源プラグをコンセントから抜きお買い上げの販
売店または本書に記載の連絡先に修理を依頼してください。
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	便利な機能

ページUp/down（PowerPoint のスライドショー実行時）

A/Vミュート
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Eズーム

ポインター

便利な機能を搭載しています。詳細はs『取扱説明書』「いろいろな使い方」
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